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に
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け
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日
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岡
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す
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骨
骨
働
市
場
分
析
の
一
例

労
働
市
場
分
析
の

fYU 菊

太

良[i

出

周
知
の
や
う
に
.
P

〆

'

〆

ソ

v

y

-

f

I

E

〉

7

パ
コ
1

.

T
帽

Jr一ユ

i
ノ

l
h
h
]
べ斗

U

分
布
を
運
送
指
向
・
労
働
指
向
・
集
積
に
三
分
ず
る
。
そ
し
て

建
港
指
向
・
集
積
に
つ
い
て
は
演
緯
的
に
一
般
法
則
を
樹
立
し

得
る
忙
反
し
、
努
働
指
向
に
闘
し
て
は
、
そ
の
成
否
・
程
度
が

一
経
桝
山
間
的
に
於
付
る
各
務
働
市
揚
の
具
般
的
た
献
押
叫
に
土
っ

て
定
ま
る
た
め
に
、
資
詩
的
危
考
察
を
要
す
る
と
し
二

P
ち
1

友
る
標
題
の
下
に
、
専
ら
、
持
働
市
揚

L
」
工
業
立
地
と
の
交
互
関
係
を
論
じ
て
ゐ
る
、
ウ
エ

1
バ
l
の

p-EU口
広
吋

F
gュ。

持
働
指
向
論
を
補
ふ
も
の
に
、
繊
維
工
業
に
資
料
を
仰
ぐ
ウ
エ

グ
ナ

l
の
論
文
「
立
地
因
子
止
し
て
の
持
働
」
が
あ
る
。

併
し
、
骨
J
Z
l
バ
1
は
主
に
持
働
市
揚
の
大
小
が
エ
業
分
布

に
及
ぼ
す
影
響
、
抜
一
宮
目
す
れ
ば
、
来
落
の
各
種
形
態
と
工
業
と

の
関
係
を
論
十
る
許
り
で
あ
る
。

ウ
エ
グ
ナ
ー
も
、
「
務
働
布
揚

第
四
十
六
巻

四
八
。

四

第三一一説

の
揚
所
的
相
遣
は
、
各
葬
働
市
揚
に
於
い
て
葬
働
の
調
達
に
要

す
る
費
問
の
差
奨
学
一
意
味
す
る
。
各
川
Y
N
働
市
場
聞
の
限
界
は
、

供
給
さ
れ
需
要
さ
れ
る
持
働
の
特
質
に
よ
っ
て
定
ま
る
が
、

の
具
般
的
な
明
示
は
著
し
〈
困
難
で
あ
り
、
従
っ
て
、
各
持
働

市
揚
の
一
質
的
友
組
成
を
仇
丸
め
る
こ
と
も
殆
ん
左
不
可
能
で
あ

問

一

-
z
h
n
H
H
P
、
仔
叶

J
l
1
1
日
記

ιす
F
L
P
3
同
L
H自
制
り

m円

t
y時
川
弘
主
止

に
一

2
1
4
4
d
h
〈

p
h
r
d
A
E
一
副
叩

H
J
;
t
J
h
h
I
4告
G

U

I

b

刊

31d-F

と
」

的
左
側
面
に
限
定
し
、
質
酌
た
構
成
に
は
単
に
断
片
的
に
論
及

し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
狂
い
と
と
は
、
従
来
の
第
働
指
向
諭
の
一
大

快
陥
と
見
ら
れ
る
。
蓋
し
、
岬
労
働
は
あ
ら
ゆ
る
生
産
手
段
中
最

も
種
類
"
襲
化
に
官
む
た
め
に
、
各
務
働
市
場
の
弊
働
供
給
量
制

融
自
働
水
準
が
示
さ
れ
て
も
、
質
的
構
成
が
明
か
で
-
泣
い
以
上
、

立
地
車
位
た
る
各
種
産
業
・
経
替
に
及
ぼ
す
率
引
力
が
少
し
も

明
か
に
友
ら
た
い
か
ら
で
あ
る
。

然
る
に
、
近
刊
の

E
E己
主
=
o
r
o

〔
由
。
門

〈
C
ロ

同
値
目
白
J
M
}

m
o
rロロ
h-opσ
戸

E
G
Z
U円
乞
山
口

r
o
E
九
戸
『
『
巳

z
r
z
p
(何一
=op}EP--宮
Z
〈
。

ヨ

K
E
E
E
Z
ヨ
h
z
z
g
t
)
、
』

Sμ

巴
U
4
・
は
、
標
題

、円
-
w
O
C
H
-
O
Lめ
伽

の
示
す
通
り
‘
弊
働
市
担
割
の
空
間
的
組
成
・
質
的
構
成
の
研
筑
で

と
の
飲
陥
の
一
部
を
柿
っ
て
ゐ
る
。
本
書
は
著
者
が
プ
レ
ス
ラ そ
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ウ
市
よ
り
委
帰
さ
れ
た
「
シ
レ
シ
ヤ
割
譲
の
労
働
市
況
に
及
ぼ

せ
る
影
響
」
研
究
の
方
法
論
的
部
分
に
該
営
す
る
た
め
、
や
L

抽
象
的
友
概
念
論
に
失
す
る
嫌
は
あ
る
が
、
立
地
論
の
立
揚
よ

り
は
勿
論
、
生
産
力
撰
充
に
忙
し
い
我
が
岡
氏
経
済
の
現
欣
に

照
し
、
示
唆
す
る
黙
が
多
い
と
忠
は
れ
る
の
で
、
以
下
そ
の
大

憶
を
紹
介
す
る
。

y
f
/
ヲ

f

コ、
1
斤
主
、

1
ノ

l

y

d

ノv
司
l

ナ
チ
ス
革
命
以
来
有
カ
に
な
っ
た

経
併
の

LP間
的
問
祭
の
一
践
を
な
す
も
の
で
、

mJ倒
市
揚
を
先

づ
空
間
的
に
並
存
す
る
も
の
と
し
て
横
断
的
に
蹴
』
察
し
、
突
に

各
労
働
市
揚
間
の
相
互
関
係
を
考
察
す
る
。

と
の
方
法
に
よ
っ

て
、
弊
働
市
場
に
劃
し
て
需
要
側
副
訊
経
営
か
ら
作
用
す
る
要

素
以
外
、
供
給
側
印
ち
持
働
力
に
基
づ
く
要
素
、
並
び
に
、
雨

者
の
寝
間
的
釘
立
か
ら
生
や
る
要
素
が
明
か
に
友
る
。
換
言
ナ

れ
ば
、

一
経
済
地
域
の
自
然
事
情
・
人
文
事
情
に
よ
っ
て
定
ま

る
諸
要
素
の
綜
合
的
友
作
用
の
結
果
、
各
持
働
市
場
の
有
す
る

に
至
る
構
法
の
特
殊
性
が
明
か
比
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
方
法
は
、
大
槌
に
於
い
て
、
プ
レ
ン
ゲ
が
そ
の
著
に
用

努
働
市
場
分
析
の
一
例

ひ
た
方
法
を
努
働
市
揚
と
云
ふ
特
殊
な
針
象
に
諮
問
し
た
も
の

と
云
へ
や
う
。
即
ち
、
プ
レ
ン
グ
は
、
夙
に
、
「
経
済
過
程
は
.

一
方
で
は
、
時
代
に
泊
臆
し
、
時
代
に
よ
っ
て
形
態
と
強
度
を

異
に
し
、
他
方
で
は
、
経
済
空
間
内
の
如
何
た
る
地
鮎
に
生
起

す
る
か
に
よ
っ
て
極
め
て
顕
著
左
差
異
を
示
寸
。
農
業
地
域
・

家
内
工
業
地
域
・
貿
易
港
は
そ
れ
件
¥
狽
特
の
経
済
活
動
を
有

ず
る
。
各
地
域
の
経
済
荊
動
の
特
殊
性
を
完
全
に
叙
述
す
る
と

と
は
不
可
能
と
し
て
も
、
屡
々
反
覆
し
て
見
ら
れ
る
も
の
に
つ

る，い
0・て

タ
イ

7 

P 
4非
成
1 
1日

と

ユ

l土
可
能
"(お

あ
る
し

L 
'-

泌

ゐ

同
点
働
市
揚
に
つ
い
て
特
殊
性
の
視
察
、

タ
イ
プ
の
決
定
が
特

に
必
要
た
の
は
、
次
の
如
き
事
情
に
基
づ
く
。
印
ち
、
勢
働
市

揚
の
機
構
も
、
あ
る
程
度
ま
で
は
、
他
の
市
場
と
等
し
〈
、
均

街
盟
諸
酬
に
よ
っ
で
設
明
さ
れ
る
。
乙
の
均
衡
理
論
に
よ
れ
ば
、

労
働
市
担
割
の
機
構
も
、
完
全
な
可
動
性
を
布
し
、
合
理
的
・
経

病
的
友
考
慮
の
み
に
よ
勺
て
行
動
す
る
経
済
主
叫
憶
が
有
す
る
所

の、

一
定
量
の
月
役
の
交
換
過
程
に
外
た
ら
た
い
。
併
し
，
均

衡
理
論
を
あ
る
意
味
に
於
い
て
極
限
ま
で
護
展
せ
し
め
た
シ
ュ

第
四
十
六
巻

四
八、

傍

観

五
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勢
働
市
場
分
析
の
一
例

ン
ベ
ー
タ

l
は
、
努
働
市
場
に
と
れ
を
適
用
し
得
る
や
否
や
を

疑
問
と
す
る
許
り
で
な
く
、
疑
問
の
生
や
る
程
的
を
明
示
し
て

次
の
如
く
一
式
ふ
。

「
人
間
の
M
労
働
を
普
通
の
財
貨
と
悶
一
一
腕
す

れ
ば
、

そ
の
交
換
は
買
手
術
門
員
手
の
双
方
に
最
大
の
放
肘
を
阻
一

へ
、
交
換
さ
れ
る
弁
働
の
敷
金
・
債
格
は
、
他
の
総
べ
て
の
財

貨
の
償
情
"
教
室
と
、
完
全
な
函
数
闘
係
を
有
ず
べ
き
筈
で
あ

る
D

-

も
し
と
れ
が
事
賞
で
あ
れ
ば

問
題
は
直
ち
に
解
決
さ
れ

る
が
、
詳
細
に
検
討
す
れ
ば
、
事
責
で
た
い
と
と
が
明
か
に
怒

ら
う
。
」

然
ら
ば
、
弁
倒
は
如
何
た
る
賭
で
仙
の
財
貨
と
異
な
る
か
。

と
の
問
題
は
既
に
屡
k

論
ぜ
ら
れ
た
所
で
あ
る
か
ら
立
入
る
と

と
を
略
す
る
が
、

一
言
で
蓋
く
せ
ば
、
人
格
と
切
離
し
得
友
い

た
め
、
(
っ
そ
の
交
換
が
純
経
済
的
考
慮
の
み
に
よ
っ
て
行
は

れ
や
、
(
二
)
完
全
た
可
動
性
を
有
せ
や
、
(
三
)
ま
た
供
給
を
任

意
に
増
し
得
友
い
こ
と
、

と
の
三
事
情
が
主
要
た
も
の
で
る
ら

ぅ
。
例
へ
ば
、
等
質
の
持
働
で
あ
っ
て
も
男
女
に
よ
っ
て
葬
賃

が
異
左
り
、
努
働
者
の
移
住
は
、
経
済
的
理
由
以
外
に
、
愛
郷

心
、
都
曾
に
射
す
る
憧
慌
た
ど
心
理
作
用
に
動
か
さ
れ
、
経
済

第
四
十
六
巻

四
A 

第

量量

プt

祇
態
と
人
口
と
が
照
隠
す
る
も
の
と
し
て
も
、
そ
の
間
一
五

i

一
六
年
の
時
の
遅
れ
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
均
衡
理
論
の
俄
定
と
川
労
働
市
場
の
費
情
と
の
問
に

は
か
な
り
の
距
離
が
あ
り
、
持
働
市
場
に
於
け
る
債
格
の
支
配

は
完
全
で
た
い
。
そ
の
結
呆
、
弊
働
市
場
に
つ
い
て
は
従
来
の

量
的
研
佐
の
外
更
に
質
的
た
分
析
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

吹
に
、
充
分
具
惜
的
K
視
察
す
る
と
宮
、
即
ち
、
各
↓
町
場
特

に
労
働
市
場
に
於
け
る
需
給
閥
係
の
費
動
、
か
a
h

る
挺
動
と
共

に
生
や
る
経
済
惜
の
質
的
・
量
的
資
化
、
及
ぴ
、
弊
働
な
る
生
産

手
段
の
特
殊
性
を
考
慮
す
る
と
き
、
持
働
市
場
の
欣
況
は
如
何

た
る
基
準
に
よ
っ
て
示
す
の
が
遁
蛍
で
あ
ら
う
か
。

ウ
イ
レ
ッ
ケ
は
こ
の
基
準
と
し
て
、

(
一
)
就
業
欣
態
の
恒
常

性
、
(
二
)
増
加
す
る
弁
働
の
牧
容
力
、
(
三
)
崎
町
働
に
封
す
る
評

償
、
(
四
)
珠
備
持
働
の
伸
縮
性
、

と
の
四
項
を
掲
げ
、

こ
の
基

準
に
よ
っ
て
券
働
市
況
を
類
別
し
て
ゐ
る
。
基
準
の
選
び
方
は

必
宇
し
も
適
切
で
た
く
、
特
に
立
地
論
の
見
地
か
ら
は
不
充
分

で
あ
り
、
叉
選
揮
の
理
向
も
一
不
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
、
今
立
入
る

と
と
を
略
す
る
。

u. dc~r 1王auptinhaltd. th~~01retischen Nationalok-Schumpeter: Das Wesen 
onomie， 1908， S. 331. 
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現
在
の
経
済
形
態
に
於
い
て
は
弁
働
市
場
に
強
く
影
響
す
る

要
素
が
需
要
側
に
あ
り
、
特
に
、
労
働
市
場
と
図
民
経
済
の
会

機
構
と
の
連
絡
結
は
需
要
に
あ
る
の
で
、

と
の
側
面
か
ら
分
析

を
始
め
る
。

持
働
に
叫
制
す
る
需
要
は
、
具
髄
的
に
云
へ
ば
、
各
経
営
の
就
業

率
の
線
利
で
る
り
、
就
業
率
は
各
経
営
が
圏
民
終
消
の
如
何
な

》
描
同

U
U
J
E
h
v
f
r
'
J
h
:
-
h
J
C
H
K
去
る
。

妙

U
A
H
r
J市民
r
u
r
F
1刀
I
1
J
O
J

』

に

，

f

，

初
予

a
h
1
qレ
山

rt
吹
Y

t
-
-
J
t
K
3
 

働
は
川
崎
刀
山
問
者
と
分
離
し
得
な
い
と
同
時
に
，
経
川
悼
と
も
糊
れ
得

友
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
各
地
の
経
営
の
持
働
に
謝
す
る

需
妥
を
分
析
す
れ
ば
、
各
哨
労
働
市
場
の
特
徴
が
或
る
程
ー
反
ま
で

明
か
に
な
る
せ
一
口
で
あ
る
。

経
替
の
就
業
李
は
、
如
何
な
る
産
業
部
門
に
聞
唱
す
る
か
、
換

一
言
す
れ
ば
、
岡
氏
経
済
全
鰹
の
景
気
受
動
と
の
闘
係
如
何
に
よ

っ
て
、
著
し
〈
栢
遣
す
る
。

先
づ
、

工
業
を
見
る
に
、
周
知
の
や
う
に
、
景
気
漫
動
の
影

響
は
、
消
失
財
生
産
部
門
と
生
産
財
生
産
部
門
と
に
よ
っ
て
具

左
り
、
叉
そ
れ
ん
¥
の
部
門
の
内
で
も
、
如
何
な
る
生
産
物
を

勢
働
市
場
分
析
の
一
例

生
産
す
る
か
に
よ
っ
て
、
著
し
く
異
友
る
。

カ
ァ
セ
ル
の
一
玄
ふ

や
う
に
‘
「
景
気
持
沈
動
の
本
質
は
、
同
定
資
本
生
産
の
鍵
動
に
外

い友
己6)ら
や

他
の
生
T歪
吾E
門
t亡
封
ず
る
影
響
は:

そ欠
的
t乙
i晶
ぎ
な

事
責
一
九
三
二
年
二
一
月
の
就
業
率
を
比
較
す
る
に
、

消
費
財
部
門
の
五
五
・
三
%
に
封
し
て
、
生
産
財
部
門
は
四

0
・

二
%
に
減
じ
て
ゐ
る
。
併
し
、
他
の
計
教
に
よ
っ
て
、

九

九
年
か
ら
一
九
三

O
年
に
至
る
閣
の
各
産
業
の
就
業
李
愛
化
を

生
産
財
部
門
、
内
川
市
町
縫
勤
の
汲
し
い
消
持
財
部
門
、
縫
勤
の
少

い
消
時
H
H
川
部
門
に
分
て
ば
、
(
-
)
、
一
一

0
・
五
(
ニ
一
一
山
・
一
ニ
・

(
ご
二
九
・

O
i
(
一
二
四
・
六
、
(
ご
一

0
・一

l
l
(
+
)
三・一

(
%
)
で
あ
っ
て
、
生
産
物
の
種
類
に
上
り
愛
化
の
李
K
大
差
あ

か
な
り
詳
細
な
分
類
を
要
す
る
濯
で
あ

る
と
と
が
知
ら
れ
、

る。
商
業
の
就
業
率
は
、
職
業
構
成
の
閥
係
も
あ
っ
て
、
工
業
よ

り
も
著
し
く
安
定
し
て
居
担
、

一
九
二
九

l
一
九
三

O
年
の
愛

化
を
見
る
に
、
後
者
の
(
一
)
一
五
二
二
%
に
封
し
て
二
三

7
0

%
で
あ
る
。
交
通
業
就
業
率
の
縫
化
は
工
業
と
商
業
と
の
中
間

に
位
す
る
。
農
業
に
は
自
給
的
色
彩
が
濃
く
、
家
族
従
業
者
が

鐸
四
十
六
巻

害事

務

寸3

VH 
八、

c，師団1: Theoretische Sozialökonomie，~ I92[， S. 503. 
" Wirtschaft u. St.“誌による。
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勢
働
市
場
分
析
の
一
例

多
く
、
本
来
の
労
働
者
な
る
も
の
は
放
め
て
少
友
い
の
で
、
他

の
産
業
ト
同
一
意
味
に
於
け
る
就
業
率
の
唆
動
は
殆
ん
ど
問
題

に
・
な
ら
友
い
。
公
務
及
び
家
事
使
用
人
の
就
業
率
も
景
気
挺
動

と
直
接
闘
係
を
有
し
た
い
。

以
上
景
気
後
動
に
刻
す
る
敏
感
性
の
差
に
よ
っ
て
、
芹
一
業
従

〉

:
r
一
司
、

1

;
勺

J

一て
hv
出
慣
を
円
/
刀
お
[
《

と
の
ム
混
迷
は
科
持
働
市
場
の
山
配
給
献

態
を
決
定
す
る
軍
要
宏
要
素
で
る
る
。
各
市
場
に
叫
到
す
る
需
要

を
決
定
す
る
経
営
が
如
何
た
る
産
業
部
門
に
属
ナ
る
か
を
見
れ

ば
、
と
の
市
揚
の
然
倒
市
況
が
大
槌
推
知
さ
れ
る
。
季
節
的
援

動
に
闘
し
で
も
同
桜
の
と
と
が
云
へ
や
う
。

岡
氏
経
済
或
は
地
方
経
済
の
構
造
愛
化
を
勝
来
す
る
産
業
の

盛
衰
は
、
第
働
市
況
に
如
何
に
影
響
す
る
か
。
景
気
持
型
動
・
経

替
合
理
化
等
の
影
響
の
た
め
撹
乱
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
結
局
に

於
い
て
、
興
隆
す
る
産
業
は
人
口
の
自
然
増
加
或
は
移
住
に
件

ふ
M

労
働
の
増
加
を
消
化
し
、
衰
退
す
る
産
業
は
失
業
の
一
原
因

と
な
る
E

衰
退
産
業
の
穎
著
宏
例
に
は
、

マ
イ
ン
河
流
域
の
紅

砂
岩
採
取
加
工
業
が
あ
る
。
ぞ
の
主
摩
地
ミ
ル
テ
ン
プ
ル
グ
の

産
額
は
戦
前
の
三
百
官
同
馬
克
以
上
か
ら
現
在
の
五
二

C
C馬
克

策
四
十
六
各

四
八
凪

第

量量

^ 

年に
町〉、

六 qtt;
八島 511ミ
入者
に数
激は
iJe¥:ー
しn ゴL
tcO.' 0 
t) 1i 
年
(/J 

O 
O 
O 
人
古通

ら

九

O 

産
業
・
経
営
の
弁
倒
に
針
ナ
る
需
要
の
侵
化
は
、
生
産
物
が

一
穏
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
か
結
合
生
涯
を
行
ふ
か
、
市
揚
が
岡
外

か
囲
内
か
、
製
品
が
貯
蔵
性
に
富
む
か
否
か
、
設
備
・
納
織
、

務
働
時
間
の
仲
桁
性
警
に
よ
っ
て
具
骨
、
日
刊
に
作
総
皆
の
牧
鉱

カ
特
に
限
界
企
業
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
相
違
す
る
。

と
の
内
、
限
界
企
業
の
問
題
は
各
勢
働
市
場
に
特
に
軍
要
注

意
義
を
持
。
。
蓋
し
、
限
界
企
業
は
立
地
保
件
の
闘
係
上
一
定

地
域
に
集
中
す
る
傾
向
を
示
し
、
叫
労
働
の
需
給
献
態
を
激
鐙
せ

し
め
る
か
ら
で
る
る
。
限
界
企
業
は
炭
坑
に
つ
い
て
特
に
願
著

で
あ
る
。

ル
ー
ル
地
方
に
於
て
は
北
部
よ
り
も
南
部
に
不
況
の

訂
撃
が
著
し
く
、
上
シ
レ
ジ
ヤ
が
、
比
較
的
順
調
で
あ
る
に
劃

し
、
ワ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
は
大
打
撃
を
受
け
た
。

以
上
、

一
地
域
の
産
業
・
経
皆
の
性
質
如
何
に
よ
っ
て
、
柑
狩

働
市
況
が
如
何
に
異
な
る
か
を
見
た
。
併
し

こ
の
差
異
は
云

は

r
時
の
問
題
で
あ
っ
て
、
弊
働
市
揚
に
永
績
的
に
影
響
す
る

要
素
は
寧
る
供
給
側
に
求
む
べ
き
で
あ
ら
う
。

ner Spe岨 artin Not， Frankfurter Zeitung， :Nr. 475/6， 1930・Stumke: 8) 



四

各
市
場
に
於
け
る
持
働
の
供
給
を
決
定
す
る
事
情
に
は
、

般
に
弊
働
の
量
・
貨
に
影
響
す
る
も
の
と
、
移
住
現
象
と
が
あ

る

一
般
に
持
働
の
供
給
H

一
息
に
影
響
す
る
事
情
に
は
、
先
づ
人
口

の
費
動
状
態
が
あ
る
@
と
れ
は
自
明
の
ゃ
う
で
あ
る
が
、
少
し

〈
詳
細
に
観
察
す
る
と
き
、
高
川
者
の
鍛
留
に
平
行
す
る
も
の
で

左
い
こ
と
が
明
に
友
る
。
例
れ
ぽ
一
九

O
七
年
・
一
九
二
五
年

の

r
iッ
峨
栄
調
賓
の
結
川
市
h
E
比
較
ず
る
陀
、
人
口
会
慨
よ
り

-E有
業
人
口
の
増
加
率
の
方
が
著
し
〈
大
で
あ
り
、

ギ
コ
ン
グ

ー
の
計
算
に
よ
忍
に
、

一
九

O
O
l
一
九
一

O
年、

九

O 

-
一
九
二
五
年
、

一
九
三
五

i
一
九
三

O
年
の
人
口
金
鰐
の
増

加
率
と
、
有
業
人
口
の
そ
れ
と
を
劉
比
す
る
に
、

そ
れ
y

作¥一

五

革す

でー』
あハ

る二
09) 

こ七
れよ
ほ: 孟主
主主

t Q 
て九
人
ロコ
'D 

警警 z 
重J) ""J 
とノ、

有 O
業(
人何

れ
も
%
)

ロ
の
蝿
変
動
と
の
聞
に
約
一
四
年
の
時
の
遅
れ
が
介
在
す
る
と
と

に
基
く
も
の
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
、
年
齢
構
成
の
如
何
に
よ
っ

て
は
、
人
口
が
減
少
す
る
に
拘
ら
や
有
業
入
口
が
増
加
す
る
揚

勢
働
市
場
分
析
的
一
例

合
、
人
口
が
増
勢
に
輔
じ
た
に
拘
ら
や
有
業
人
口
が
減
少
を
積

け
る
揚
合
、
何
れ
も
共
に
可
能
で
あ
る
。

年
齢
構
成
の
外
、
男
女
別
も
注
意
を
要
す
る
。
男
子
の
就
業

事
ヤ
が
紘
め
て
綬
慢
に
増
加
す
る
許
り
で
あ
る
に
対
し
、
女
子
の

そ
れ
は
経
済
欣
強
・
枇
命
日
欣
態
に
よ
っ
て
著
し
〈
具
る
。

。
六
年
の
イ
ギ
リ
ス
裁
断
業
従
業
者
の
男
女
別
を
見
る
に
、
経

管
形
態
に
よ
っ
て
大
差
が
あ
り
、
家
内
工
業
に
於
け
る
男
四
九

工
場
で
は
女
の
方
が
多
〈
。

児
一
四

O
O
O
K
制
し
、
間
六

0
0
0八一位
i
M
め
て
ゐ
た
。
大

0
C
C、
女
四
一

C
O
O
K
射
し
、

戦
後
の
ド
イ
ウ
吋
同
婦
人
の
職
説
戦
線
滋
叫
が
殊
に
ゑ
激
で
あ

っ
た
。か

〈
人
口
の
時
変
動
が
直
ち
に
第
働
最
の
愛
動
を
意
味
し
な
い

と
し
て
も
‘
雨
者
聞
に
相
官
大
な
る
相
閥
々
係
の
存
在
す
る
と

と
は
明
で
あ
っ
て
、
都
部
に
よ
る
自
然
増
加
の
大
差
は
勢
働
供

給
量
を
決
定
す
る
要
素
と
し
て
無
視
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ

る
勢
働
の
能
率
の
差
は
、
先
づ
、
あ
る
程
皮
ま
で
年
齢
構
成
I
E

闘
淫
し
て
ゐ
る
。

例
へ
ば
、
ギ
ュ
ン
タ

1
は
二
五
l
四

O
歳
の

第
四
十
六
巻

四
八
五

害事

披

:tu 

JL 

d. Arbeitslm;igkeit， Ernst Gunther; Dcr Gcbu rtcn rUclq~a.n日 als U日 ache
]ahrb. f. Nationalo. u. St.， Bd. 1:;4，日.923. 
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勢
働
市
場
分
析
の
一
例

男
子
勢
働
者
の
能
率
を
一

O
O
と
す
れ
ば
、

↓
〉
1
i
-
E
俳
句
土

-
f
t、

一

一

】

f
b』
a

・

五、

一

五

二

O
歳
は
四

0
・、

二

0
1二
五
歳
は
九

O
と
見
ら

れ
、
四

O
歳
以
後
は
五
歳
毎
に
一

O
宛
減
少
し
、
六

O
l六
五

つ歳
"C 周

ゐ五
~)、

(11)玉三

又五
ア|
ノし 一七
ブ O
レ歳
少 て二

ドり

ウ七

7? 
?主
lそ盃

O 
と
見
積

r 111 
制l
f凡
ブE

分
に
成
熟
し
、
精
引
判
的
職
業
で

U
最
大
の
能
率
を
殻
卸
す
る
四

。
裁
に
は
、
司
揚
持
働
者
は
既
に
老
境
で
あ
る
と
と
に
注
意
を

促
し
て
ゐ
る
。
併
し
、
年
齢
に
件
ふ
能
率
の
時
党
化
は
、
勿
論
、

峨
業
・
産
業
に
よ
っ
て
著
し
〈
異
る
。
銭
山
で
一
人
前
の
芥
働

を
た
し
得
る
の
は
、
大
徳
一
九

l
五
O
裁
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
に

封
し
、
繊
維
工
業
で
は
一
ヤ
ー
ド
六

O
歳
で
あ
り
、
機
械
工
業
で

も
鎖
山
よ
り
は
老
年
に
至
る
ま
で
日
労
働
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て

一
地
域
が
如
何
な
る
産
業
を
有
ナ
る
か
に
よ
っ
て
、
就
業
率
に

大
差
が
生
じ
る
。

職
業
特
換
能
力
は
或
る
程
度
ま
で
年
齢
と
逆
比
例
す
る
が
、

年
齢
と
無
閥
係
の
揚
九
口
も
少
く
な
い
。
峨
業
の
抑
換
は
三
段
に

分
っ
て
考
へ
ら
れ
る
a

そ
の
一
は
従
来
の
峨
誌
に
新
し
い
要
求

そ
の
二
は
他
の
峨
業
に
仰
や
る
が
枇
舎

が
附
加
さ
れ
る
揚
合
、

第
四
十
六
巻

四
八
六

第

競

四
O 

的
紅
地
位
が
時
鋭
化
し
な
い
か
向
上
す
る
場
合
、
そ
の
三
は
一
川
合

的
な
地
位
の
低
下
を
伴
ふ
場
合
で
あ
っ
て
、
犬
鵠
後
の
場
合
ほ

ど
陣
換
が
困
難
に
な
る
。
か
〈
差
還
が
あ
る
に
し
て
も
、

に
新
職
業
に
針
す
る
遊
感
能
力
は
普
通
想
像
さ
れ
て
ゐ
る
上
り

も
遥
か
に
小
さ
い
。
そ
の
粕
川
市
、
職
業
構
成
も
各
界
働
市
場
の

供
給
を
決
定
す
る
要
素
と
し
て
重
要
在
地
位
を
占
め
る
。

失
業
に
よ
る
能
率
低
下
も
注
意
を
要
す
る
。
短
時
日
の
券
働

中
断
は
寧
ろ
能
率
を
高
め
る
が
、
失
業
期
聞
が
長
け
れ
ば
必
働

能
力
咽
技
能
何
れ
も
著
し
〈
減
退
す
る
。

乙
の
闘
係
は
機
械
修

理
の
た
め
の
運
隙
休
止
と
腐
蝕
と
に
封
比
出
来
ゃ
う
。
止
へ
業
に

よ
る
労
働
の
減
耗
は
、
失
業
中
も
粧
品
開
的
設
展
が
停
止
せ
守
、

技
術
が
進
歩
し
、
叫
労
働
の
テ
ン
ポ
が
加
は
る
と
き
、
特
に
著
し

〈
な
る
。

五

工
業
の
内
、
持
働
指
向
工
業
は
必
要
左
帥
労
働
の
監
富
な
地
賭

を
立
地
と
す
る
か
ら
問
題
は
左
い
が
、

一
般
の
産
業
の
分
布
は

必
や
し
も
努
働
供
給
の
分
布
と
一
致
せ
や
、
従
っ
て
移
住
の
問

題
が
生
ビ
る
。

由党

E. Gunther: a. a. O. S. 925/6. 
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移
住
の
決
定
要
素
に
は
先
づ
持
貨
が
教
へ
ら
れ
る
。
持
働
力

は
明
か
に
賃
銀
の
低
い
帥
労
働
市
場
か
ら
高
い
市
場
へ
移
動
す
る

傾
向
を
持
つ
。
同
合
と
都
市
し
し
の
弁
賃
の
走
は
所
謂
「
向
都
現

象
」
を
生
ぜ
し
め
る
。
併
し
、
持
貨
の
作
用
は
そ
の
低
下
に
よ

っ
て
過
大
な
人
口
流
入
を
妨
げ
る
程
の
弾
力
は
釘
し
な
い
。

特
に
弊
賃
が
必
や
し
も
似
品
川
日
常
を
規
定
し
な
い
の
は
、
片
品

力
が
純
経
済
的
考
慮
の
み
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ

る
。
移
住
は
、
持
賃
以
外
、
人
格
設
展
の
徐
地
、
環
境
の
好
悪

2手l
，c 
yIi 
e" n二1
さ
れ

]:;戸i

d汁

μl 
yョ
:rtl! 
f立
6う

rL~ 

;~: 

1~' 
.，:::.， 

hpM:-
‘
-
E
7
-
i
l

，，
2
7
・・

4
品
目
利

H
J
と
戸
山

4
p
i
れ
と
説
会

阻
止

3
れ
る
司

移
住
現
象
が
持
働
市
況
の
み
に
動
か
さ
れ
友
い
結
果
、
移
住

過
剰
の
場
合
に
も
必
や
し
も
反
動
が
生
じ
な
い
。
殊
に
品
分
力
過

判
地
に
於
い
て
も
、
新
来
の
若
い
着
賞
勤
逸
な
州
労
働
者
は
需
要

さ
れ
、
失
業
者
は
在
来
の
都
市
居
住
者
の
聞
に
生
や
る
傾
向
が

あ
る
。
更
に
、
都
市
の
移
住
者
は
短
時
日
の
内
に
直
ち
に
都
市

化
ず
る
も
の
で
、
田
舎
へ
の
帰
還
を
枇
命
日
的
な
地
位
低
下
と
考

へ
勝
ち
で
あ
る
。
従
っ
て
、
師
還
に
は
移
住
に
見
ら
れ
な
い
阻

止
的
左
要
素
が
作
用
す
る
の
で
あ
る
。
在
来
の
能
率
劣
っ
た
弊

品
百
働
育
相
場
分
析
の
一
例

働
者
が
駆
逐
さ
れ
、
都
市
化
し
た
移
住
持
働
者
が
と
れ
に
代
る

結
果
、
都
市
の
労
働
は
礎
化
し
、
そ
の
現
力
性
の
一
部
が
喪
は

れ
る
。移

住
が
必
や
し
も
持
働
市
況
の
み
に
上
っ
て
定
ま
る
も
の
で

友
い
た
め
に
、
移
住
に
は
自
ら
一
定
の
方
向
が
定
ま
る
。
併
し

方
向
の
常
K
確
定
し
て
ゐ
る
の
は
、
季
節
的
移
住
で
あ
る
。
蓋

し
、
季
節
的
移
忙
持
働
者
は
故
郷
に
狭
小
な
る
耕
地
を
持
ち
、

或
は
リ
ツ
ベ
の
煉
瓦
焼
工
が
固
有
林
の
労
働
者
と
し
て
働
く
や

内

I ( 

lI;:l 

を
千1
-t 
，る

ら
τF 
あ
る

務
佳
に
よ
っ
て
持
仰
の
供
給
量
が
費
動
す
る
と
同
時
K
、
そ

の
質
的
構
成
も
品
質
化
す
る
。
都
市
・
工
業
地
域
へ
の
移
住
者
の

貨
に
つ
い
て
は
種
々
の
意
見
が
あ
る
が
、
優
良
友
分
子
で
あ
る

と
す
る
意
見
が
多
い
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
を
準
げ
れ
ば
、
下

シ
レ
シ
ヤ
商
工
命
日
議
所
聯
合
舎
の
報
音
二
九
二
八
年
)
に
は
吹

の
如
く
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
「
特
に
強
健
在
岬
労
働
者
が
、
間
断
な
く

織
布
業
を
去
っ
て
、
西
部
殊
に
ん

1
ル
地
方
の
重
工
業
地
帯
へ

移
住
す
る
。
同
貨
の
補
充
は
不
可
能
だ
か
ら
織
布
労
働
者
の
平

均
能
率
は
年
々
に
低
下
す
る
。
」

精
神
上
も
優
秀
左
分
子
が
多

第
四
十
六
巻

四
八
七

第

量定

四
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努
働
市
場
分
析
。
一
例

い
や
う
E
、
ヂ

1
1フ
ン
タ
二
人
の
共
同
訓
任
の
結
県
に
よ
る

氏
、
調
食
人
員
の
四
一

-
一
一
%
が
都
市
へ
移
り
、
移
住
者
の
調

査
人
員
に
針
す
る
割
合
を
上
中
下
の
壮
命
日
階
級
別
に
見
れ
ば
、

そ
れ
品
¥
‘
四
六

%
、
四

0
・
九
%

二
七
・
九
%
で
あ
る
。

移
住
者
全
般
佐
終

f
L
4
K
数
釘
円
の
程
度
に
よ
っ
℃
陸
一
分
す
れ

ば
、
初
等
教
育
五

O
"
人
%
、
中
等
叡
有
一
一
一
八
。
九
%
、
十
両
社
一
寸

教
育
五
五
・
九
%
で
‘
高
等
教
育
終
了
者
中
移
住
者
は
九
六
・

九
%
に
達
す
る
。
教
育
程
度
は
必
や
し
も
精
神
的
な
才
能
を
一
不

標す
とも
なの
る白.T;'
o L~) な

ν、
泊ま

ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
か
な
り
正
確
な
指

移
住
に
よ
っ
て
優
秀
な
持
働
力
を
著
し
く
夫
ふ
地
域
で
は
、

経
済
に
生
産
力
・
遁
癒
力
を
奥
へ
る
だ
け
の
能
力
・
創
意
の
欠

般
か
ら
、
全
然
護
民
の
認
め
ら
れ
友
い
と
と
が
あ
る
。
東
プ
ロ

シ
ヤ
衰
退
の
有
力
友
原
因
は
優
秀
分
子
の
移
住
に
あ
り
、
そ
の

救
済
に
は
工
業
化
乃
長
は
一
般
丈
化
生
活
の
向
上
を
要
す
る
と

さ
れ
て
ゐ
る
。

移
住
は
努
働
者
の
年
齢
構
成
・
男
女
別
を
も
餐
化
せ
し
め
る
。

前
者
か
ら
見
る
に
、
移
住
者
が
主
に
青
年
で
あ
る
た
め
に
、
移

第
四
十
宍
巻

間
へ
凡

第

競

四

作
者
を
入
れ
る
地
域
が
有
利
で
、

出
す
地
域
が
不
利
た
こ
と
を

原
則
と
す
る
。
併
し
、

一
時
に
多
数
の
移
住
を
見
れ
ば
、
後
に

至
っ
て
持
働
市
況
を
甚
だ
し
く
悪
化
せ
し
め
る
こ
と
が

b
る。

例
へ
ば
、

ウ
エ
ス
ト
7

ァ
リ
ヤ
の
一
地
方
で
は
「
移
住
の
盛
ん

在
時
代
に
は
宅
円
批
今
が
持
働
の
基
幹
F

じ
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は

五
O
談
以
上
及
び
二
一
政
以
下
の
持
働
者
が
謝
剃
で
、
耐
目
的
市

揚
の
甚
だ
し
い
摩
迫
と
た
ワ
て
ゐ
る
o」

移
住
地
の
弁
働
牧
容
力
は
男
女
何
れ
に
劃
し
て
も
同
一
と
は

限
ら
な
い
。
従
っ
て
、
例
へ
ば
、
多
数
の
男
子
弊
働
者
を
吸
引

す
る
ル
ー
ル
地
方
は
、
女
子
の
就
業
機
舎
が
乏
し
い
の
で
、
女

子
努
働
者
を
ミ
ュ
ン
ス
タ
1
ラ
ン
ド
の
識
維
工
業
地
帯
へ
移
住

せ
し
め
て
ゐ
る
。

要
す
る
に
、
移
住
に
よ
っ
て
一
弊
働
市
揚
の
供
給
は
、
質
的

に
、
即
ち
能
力
・
年
齢
構
成
・
男
女
別
よ
り
見
て
、
著
し
く
礎

化
す
る
。
特
に
、
移
住
が
必
中
し
も
勢
働
市
況
に
遁
合
し
友
い

た
め
に
、
来
住
を
見
る
地
域
が
必
要
友
弊
働
を
供
給
さ
れ
る
と

限
ら
や
、
移
住
且
怖
を
出
す
地
域
が
、
優
秀
一
広
分
子
を
宍
ふ
と
と

は
、
岡
氏
経
済
の
大
な
る
損
失
と
し
て
注
意
を
要
す
る
。

migration， The "¥¥7. Gee ann D. Runk: Ql1alitative se]ection in CÎty 、I~.afd
American Jl. of Snciology， Vo1. 37， p. 254・
日 1ge: Der We.，>tfal目clleArbeitsmarkt， 1929， S. 20/1 .. 
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六

一
品
労
働
市
場
の
需
給
状
態
は
、
そ
の
地
域
の
産
業
集
中
の
程

度
、
産
業
構
成
、
産
業
相
互
閣
の
聞
係
に
よ
っ
て
甚
だ
し
く
相

準
ず
る
。

産
業
集
中
の
程
度
に
上
っ
て
、
世
情
い
地
帯
に
平
面
的
に
管
ま

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
農
業
し
か
有
せ
や
‘
従
っ
て
人
口
の
分
散
す
る

純
農
業
地
域
、
殆
ん
ど
農
業
を
見
十
、
人
口
の
著
し
く
集
中
ヂ

冶
大
都
市
細
工
業
地
域
、
市
詳
の
中
聞
に
位
4

芯
曲
以
工
校
一
作
地

域
、
乙
の
三
種
を
区
別
す
る
。
そ
し
て
、
第
三
が
努
働
の
需
給

の
最
も
容
易
に
適
合
す
る
地
域
で
、
他
は
何
れ
も
こ
れ
に
及
ぼ

な
い
。

所
で
、
農
工
辺
存
地
域
は
夏
K
一一一
l
l
四
種
に
類
別
さ
れ
る
。

(
一
)
家
内
工
業
が
農
村
に
分
散
的
に
行
は
れ
、
農
村
の
特
色
を

少
し
も
夫
は
友
い
場
合
、
特
に
、
家
内
工
業
第
働
が
副
業
で
あ

る
か
、
或
は
土
地
所
有
と
結
合
す
る
と
き
。
乙
の
揚
合
農
業
・

工
業
聞
の
関
係
が
最
も
密
接
で
あ
る
。
(
一
一
)
産
業
地
域
中
に
、

中
・
小
工
場
の
散
在
す
る
場
合
。
現
寅
に
最
も
多
い
。
会
一
)
大

工
場
が
農
村
に
存
在
す
る
揚
合
。
乙
れ
は
集
中
の
一
種
と
も
云

勢
働
市
場
分
析
の
一
例

へ
る
が
、
ウ
且
ヅ
テ
ン
ペ
ル
グ
の
ネ
ッ
カ
l
f
t
H
7
1
車
輔
エ

場
の
や
う
に
従
業
員
の
大
部
分
が
農
村
に
屑
住
す
る
と
き
、
集

中
・
八
刀
放
の
中
間
と
見
る
の
が
安
営
で

b
ら
う
。
査
し
・
中
小

経
営
が
農
業
地
域
に
散
在
す
る
の
と
殆
ん

E
鑓
ら
左
い
か
ら
で

る
る
。
従
っ
て
、
(
四
)
従
業
員
が
工
場
附
近
に
集
中
居
住
す
る

程
度
に
底
じ
て
、
大
都
市
或
は
工
業
地
域
に
近
く
な
る
。
何
れ

に
せ
よ
、
農
工
並
存
地
域
に
於
い
て
も
、
峨
業
柑
押
換
は
容
易
と

は
限
ら
注
い
が
、
工
業
の
不
況
時
に
は
操
業
K
柑
仰
や
ゐ
可
能
性

が
あ
り
、
又
農
家
の
負
拾
に
臨
し
、
直
接
持
働
市
場
を
限
治
し

左
い
揚
合
も
考
へ
ら
れ
る
。

突
に
、
集
中
す
る
工
業
・
鋪
業
が
同
種
産
業
に
限
ら
れ
て
ゐ

る
か
、
或
は
多
種
に
分
れ
て
ゐ
る
か
に
よ
っ
て
、
需
給
状
態
が

異
友
る
。
と
の
場
合
一
種
・
多
種
と
一
五
ふ
の
は
、
地
方
的
に
何

ら
特
化
し
友
い
云
は
ピ
「
遍
在
的
」
友
消
費
指
向
産
業
、
及
ぴ

地
方
的
に
特
化
し
た
産
業
に
附
随
す
る
補
助
業
を
暫
く
除
外
し

で
ピ
あ
る
。

一
地
域
が
一
種
の
産
業
し
か
有
し
た
い
場
合
に

は
、
そ
の
産
業
の
盛
表
及
び
景
気
の
時
党
訪
は
、
直
接
骨
同
該
産
業

に
使
用
さ
れ
る
労
働
者
の
み
左
ら
や
.
補
助
業
・
消
費
指
向
工

第
四
十
六
巻

四
へ
九

告書

競

四
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勢
働
市
揚
分
析
的
一
例

業
の
勢
働
市
況
を
も
急
激
に
躍
動
せ
し
め
る
。

例
へ
ば
、

ル
ネ
は
鉱
業
に
著
し
ぐ
特
化
し
て
ゐ
る
の
で
、

ゴL

五

六
年
の
鎖
業
恐
慌
に
よ
り
数
ヶ
月
間
の
内
に
人
口
一

0
0
0
に

付
三
七
と
全
圏
第
一
の
失
業
率
を
一
不
し
、

ノ、

年

一
月
か
ら

リ 二二
ヤ七
".>主F
平二
均月
以に

下互
にる

おt耳目
少に

しIfI
.己 fコ
O]f)) ~.に

叉金
、闘

]f~ 
ぴ

l亡
ウ
コ三

ノ、

つ7
ア

一九一一二
U
年
の
マ
ン
ス

7

1

レ
ド
同
h
u
)
円

u
h
;品
目
、
J
4
P
月
一
一

Z
コ
「
土
〉
干
1

h
J
4
1
l
t
r
n
ι
v
u
k
A叱
凶

λ
f
一
コ
R
h
日
見

J
c
d
pん

d

サ
'
d
ト
ト

理
由
の
外
、
地
方
の
片
品
欣
態
に
針
ず
る
影
響
に
基
く
も
の
で

周t
事
自']

あ
っ
て
、

営
時
次
の
如
く
報
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。

「
マ
ン
ス
フ
ェ

ル
ド
一
帯
に
は
何
ら
他
の
産
業
は
左
い
か
ら
、

一
三

C
C
C
の

銅
山
第
働
者
、

そ
の
家
族
、
第
働
者
を
顧
客
と
す
る
商
人
、
手

工
業
者
は
全
部
失
業
の
外
は
た
い
μ
と
J

多
種
の
産
業
を
包
容
す
る
地
域
で
は
、

の
種
類
が
多
〈
、
景
気
賢
一
動
・
緋
活
援
化
の
危
険
も
減
少
さ
れ

之
に
反
し
、

職
業

る
。
職
業
の
種
類
に
富
む
た
め
労
働
の
需
給
献
態
の
艮
好
友
例

に
は
、

及
び
ウ
ユ
ッ
テ
ン
ベ
ル
グ
が

ピ
1
レ

7
f
w
F
附
近

あ
る
。

ピ
I
レ
フ
ェ
ル
ド
で
は
、

「
金
属
工
業
は
歴
史
的
た
理

由
も
あ
っ
て
殆
ん
ど
男
工
の
み
を
使
用
す
る
に
針
し
、
既
製
版 '¥  

第
四
十
六
巻

四
九

O

事再

就

rzg 
四

工
業
は
優
秀
な
婦
人
叫
労
働
者
の
み
を
使
用
す
る
。

や
h
h

劣
っ
た

費婦
Ji~人
T 9子
~~ !ff'}J 
に者
41E l主
事織
すギjj
る工
o L 

L1S)~ 

な
り

残
り

は
がj
e寸K
;f;!'(. 

業

補
助
業

消

ウ
ユ
ッ
テ
ン
ベ
ル
グ
の

「
ロ
イ
ト

リ
ン
グ
ン
・

z

l
ピ
ン
ヂ
ン
に
は
、
金
属
工
業
・
繊
維
工
業
・

染
色
業
・
木
工
業
・
皮
車
工
業
が
並
存
す
る
た
め
に
、
人
口
増

加
に
作
っ
て
増
加
す
る
持
働
が
都
合
よ
〈
消
化
さ
れ
る
。

事f ピ
しご/
、ん2

芙ン
プ〈の
ノI、Mi
北京i'i
ι) }.:. 
そ ;rr
tt.T 
1土 232
i¥ ID 
O ね
n/ -'H戸
70 斗

ま JEi
でか
女 ~n
子子
での
あみ
るで
よ"りあ

223 

t亡

遺
品
於
化
の
及
ぼ
寸
危
険
を
複
雑
左
岸
業
構
成
の
た
め
売
が
れ
た

例
に
は
、

ジ
ー
ヂ
ン
が
あ
る
。
一
t

鎖
業
・
製
煉
業
は
表
へ
た
け
れ

ど
も
、
之
に
代
っ
て
座
延
・
鋳
物
・
機
織
・
ト
タ
ン
等
鍋
の
加
工

業
の
使
用
人
員
が
著
し
く
増
加
し
た
。

一
九
二
六

l
=一O
年
の

の失
多業
株率
性が
に全
基固
く一平
己日J均
以
下
で

あ
っ
た
の
は

か
a
A

る
産
業
構
造
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